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事業のグローバル化が進み、ステークホルダーの皆さまや社員の多様化が進むなかで、コマツが大事にするもの、これから目指すものを明確に示すことで、グローバルで一貫性のある企業活動を展開していきます。

私たちのアイデンティティー

ものづくりと技術の革新で新たな価値を創り、
人、社会、地球が共に栄える未来を切り拓く

挑戦する　やり抜く　共に創る　誠実に取り組む

戦略と行動指針の関係

私たちの存在意義  事業の目的（ミッション）と目指す未来像（ビジョン）

株式会社小松製作所
代表取締役社長（兼）CEO

私たちの価値観  堅持する姿勢

戦略と行動指針  共通認識をもって業務を遂行するための支えとなるもの

私たちは、これまで「品質と信頼性」を追求し、社会を含むすべてのステークホルダーからの信頼度の総和を最大化することを「経

営の基本」とし、ステークホルダーとの強い信頼関係を築く努力を重ねてまいりました。

地域社会との共生を目指す精神は創立時から脈 と々受け継がれており、事業活動を通じた社会貢献が当社の基本的な姿勢です。

私たちは、これからも、持続可能な社会の実現と事業の成長のために、重要な課題に取組み、 社会や外部環境の変化に柔軟
に対応できる企業グループとして、コーポレートガバナンスの一層の充実を図り、ステークホルダーと共に社会に貢献してまい

ります。

●  多様でグローバルな人材が、個を尊重
しつつ、一つのチームとして、やりが
いと誇りを持って、安全・健康に働く
ことができる環境を提供します。

●  さまざまな現場や地域の課題解決の
ために挑戦を続け、新たな価値をお客
さまと共に創り、社会に貢献できる人
材を育成します。

●   コマツグループとして、すべての事業活
動に関連する人権を尊重します。

経営の基本
「品質と信頼性」を追求し、社会を含むすべての

ステークホルダーからの信頼度の総和を最大化する

コマツが経営を遂行する際の基本的な姿勢を示し

ます。

経営戦略
中期経営計画（2022～ 2024年度）「DANTOTSU 
Value-Together, to “The Next”  for sustainable 
growth」を推進しています。顧客価値創造を通じた
ESG課題の解決と収益向上の好循環の実現に取り組
んでいます。

社会的責任
コマツの社会的責任は、「事業活動を通じて社会の要

請に応えていく活動」を行いつづけることです。

創業の精神
創業者の竹内明太郎（1860年～ 1928年）は、創
業の精神として「海外への雄飛」、「品質第一」、「技

術革新」、「人材の育成」を掲げました。現在もコマ

ツの DNAとして、私たちに受け継がれています。

コマツウェイ
私たちの価値観を行動様式で表現したのが「コマツ

ウェイ」です。創業者の精神をベースに、先人たちが

築き上げてきたコマツの強さ、強さを支える信念、基

本的な心構えと持つべき視点を定めたものです。

コマツの行動基準
「品質と信頼性」を追求しつづけるコマツグループの

社員として、世界のどこにいても守るべきビジネス社

会のルールを示したものです。

●   持続可能なインフラ整備と資源開発
および循環型社会を実現する安全で
生産性の高い商品・サービス・ソ
リューションをお客さまに提供し、事
業活動を通じて社会に貢献します。

●   取引先や地域社会と相互に信頼しあ
い、公正かつ共存共栄を可能とする関
係を築きます。

●   法令をはじめとした社会のルールを
遵守するとともに、社会を含むすべて
のステークホルダーからの要請や期
待に誠実に応えるよう努めます。

●   あらゆる事業活動を通じて、先進の技
術を駆使して環境負荷を低減し、地球
環境の保全に努めます。

●   ものづくりと技術の革新で、地球環境
の保全と事業の成長の両立を図ります。

●   ステークホルダーとの協働・共創を推
進し、より良い地球と未来の実現を目
指します。

■ サステナビリティ基本方針　企業活動における事業継続性に関する指針

人、社会、地球と共に栄える未来を切り拓くために、私たちが行うこと

人と共に 社会と共に 地球と共に

戦略 行動指針

　  

行動指針

コマツウェイ

サステナビリティ基本方針

コマツの行動基準創業の精神

戦 略

経営の基本

社会的責任経営戦略
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